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早川の今昔をお届け !

やまっとの冒険 やまっこ探検隊 !

No・10 早川中学校
3年生を送る会

胃'

早川中学校では毎年2月後半に r3年生を送る

会」が行われます。一部は校内でのレクリ工ーシ

ヨン、二部は出し物が行われます。出し物は毎年

変わり、先生方や 1 、 2年生が練りに練って考え練
習した合唱や劇などが行われる、早中ならではの
心の込もった手作りの行事で、す。お世話になった

先生方から3年生に向けてのビデオレターも送ら
れます。

今年は全校生徒19名、 3年生は10名。 3年生
がどのような学校生活を送っていたか、 1 、 2年生
や先生方とどのような関係性を持ち、送り出され
るか取材してきました。

レクでは、 A、 B、 Cの縦割り班に分かれ、校内で宝探

しやかくれんぼをし、得点を競いま した。生徒だけでな
く、先生方も一緒になって見守り、和気あいあいとした

雰囲気を醸し出していました。

出し物は、講堂lこ移動して行われました。やはり一部
とは遣い、 1 、 2年生の緊彊感が伝わってきました。けれ

ども、呼びかけや劇を堂々と披露していました。途中爆

笑を誘う場面も多々あったと同時に、感極まって泣く3

年生もいるくらいの趣向を凝らした心の込もった会だ

といえます。

校長先生からは、「早中の特徴はファミリ一、そして
紳が深いことです。先輩、後輩と分け隔てなく仲が良い
です。皆はそれが当たり前のように学校生活を送ってい

ると思います。いつかその先の人生を送っていく中で物

足りなさを感じることが必ずあるはずです。でも、ずっと
忘れないでいてほしいですいと言葉をいただいていまし

た。

早中の卒業生として、これからも胸を張り、学んだこ
とを思う存分活かし、羽ばたいていってほしいと切に願

います。

ル読者の声
・早川に暮らす人々の生き織がいきいきと伝わってきた。みなさんとの信頼関係がよく伝

わる、気のおけない会話がふんだんに散りばめられていた。 (お名前記銭なし)
・様々な木の特性や、それを活かす昔からの知恵を学ぶことができました。近くの森を歩
くときの楽しみが渚えました。 (お名前記載なし)
上流研:木の特性を活かして暮らす方々が早川にいらっしゃるとよく知っていただけて鎗し
く思います。

E圏直園陸盃醤
NO.93 (2020年6月お届け)

「早JIIで星を見る』
早川は、空気が車奇麗で、光書がないため、
美しいたくさんの星を見ることができる。
NO.93では、車奇麗な皇を見る機会が多い
冬や春lこ焦点を当て、星に詳しい町民や
ガイドの方と共 lこ早川で星を見た。

早川の勉カのーっというと温か古、アットホームさではないか
と患っています.パスに乗車しても、中学生の学綬生活を見せて

いただいても共通しているととで亨早川の良古老殺めて実感

したと飼崎氏、 これからもとのような早川らし古か続いていけば

いいなと怒っています.也月干加}
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早
川
町
は
、
昭
和
匁
年
9

丹
、
本
建
、五
箇
、
硯
島
、
都

川
、
三
塁
、
函
山

の
六
か
村
が
合
併
し
、
誕
生
し
た
。
こ

れ
ら
の
集
落
問
お
よ
び
他
町
村
と
の
交
通
網
は
、川
沿

い
で
は
な
く
、
峠
道と
山
道
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
旧
中

富
町
中
山
か
ら
荒
金
峠
を
越
え
る
早

川
街
道
が
表
受

通
路
で
、
これ
か
ら
何
本
か
の
枝
道
が
あ
り
、
流
域
外
の

村
洛
や
他
県
に
通
じ
て
い
た
.
し
か
し
大
正
7

年
、
早
川

を
利
用
す
る
水
力
発
電
計
画
に
よ
り
、
笠
宮
な
水
量
を

利
用
し
た
物
資
の
連
総
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
早

川
に
沿
っ
た
平
旭
道
路
の
組
問
削
が
進
め
ら
れ
た
・
そ
の

よ
う
に
し
て
「
娘
道
南
ア
ル
プ
ス
公
邸
綜
」
の
消
絡
が
聞

か
れ
た
の
で
あ
る
・

『
県
道
爾
ア
ル
プ
ス
公
園
線
」
は
、
現在
町
内
外
を
結

ぶ
喰
一
の
幹
線
道
路
と
し
て
、
町
の生
命
線
を
担
っ
て
い

る
。

今
で
は
全
線
が
鋪
袋
さ
れ
、
道
絡
も
十
分
に
確
保

さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
、
舗
も
絞
く
、
来
舗
装
の
曲
が

り
く
ね
っ
た
慈
路
で
あ
っ
た
。
軌
道
の
上
を
ト

ロ
馬
車
が

走
り

、

人
や
資
材
を
運
ん
で
い
た
時
代
も
あ
っ
た
。
そ
の

道
に
パ
ス
を
走
ら
せ
る

こ

と
は
、
当
時
の
各
村
の
殿
堂

で
も
あ

り
、
悲
願
で
も
あ
っ
た

。

そ
の
道
を
パ
ス
が
走
っ

た
の
で
あ
る
。

こ

こ
で
町
民
の
白
常
の
足
と
な
っ
た
、
乗
り
合
い
パ
ス

が
走
る
ま
で
の
歴
史
を
、
紐
解
い
て
み
た
い
.

もぞ

G 

向アルプス、'，') 11 ::采谷、西山温泉の観光開発に資するた
め、昭和33年に甲府・余良問問を極通怨行した。

策良包まで運行するパス
を小銃を怒り、万歳で違
える地元の小学生たち.
村忠一夫f富士川村田一
夫写真集jよリ

圃司冨Z軍軍調Eヨu.霜VJIW邑

昭和2S.q.:13耳、温泉客を選
ぶトロッコの写真.軌道の
終点である富山温糸・ 11
~館のすぐ下で織影。〈早
川町下湯島・所蔵大村
修氏)

門J' '1 づ公

南アルプス広河原線は、 1句アルプスが昭和39年に国立

公邸に指定され、制光客が~mしたことを受け、昭和42年
に身延駅から余氏自広河原間にヰね季節ノfスを運行した。

'~.f.~20年代終わリヒ真撮~，昭和 15舎から
早l 伝~野倉Føで20人乗りハλ がさn
するようになった

1，;・4兵舎 ' ë~の送.fJ jより (湯量~~若~~:I: )

《新倉線}

昭和15年5月早川儲から祈念(岡三鎧cl ' ヤ校背~)聞でi.lfI'
行。 昭和1 7年9月には、|日三里中ケ松 i'líJn、ら祈念取 l市まで

延長。さらに同年11月 には、身延!択から新食聞がi府i必 ~l伝

となった。昭和29年、野呂川総合間交の防始に1'1' う新倉商
山間の道路整備により、昭和30年10月、新倉'i'青山温泉仰

のパス遂行が実現した。 昭和31年11月九は、 3交良凶まで路

匁が延長され、身延奈良区悶43.6k m、所要時~.. 12院院'42分

の直通運行が実施された。

UJ!t.i画担亘F調彊

a凶色h

民
向
日I広
・

岡岨師

会
量T
&・
苧

念
集
・

岨
静

咽
田

公守
丹

;季

戦時中は、ガソリンの不足により、木炭燃料を使用する

木炭パスが込っていた。木炭，\スに乗ったことがある、 ~

袋在住の望月保惨さんご夫委に当時のことを伺った。
f当時のパスは、座席は板張りで道も凸凹だったので、

とても乗り心地が葱かった.馬力もなくスピードも出ない
パスだったが、お客さんが大努采っていた。中に君主れない

車掌さん(※)が乗車ドアの外にしがみついていたことが

印象に残っているJまた、「逃くに出かけるときにはパスを
利用する人が多く、パスはいつも混雑していたjことや、

f身廷に行くのに、波木井の坂が登

れずに乗客が下りてパスを押したj
ことなど、 当時のパスは、多くの乗

客にとって欠かせなかった.そして、
道路や車内環浅は決して快適だっ

たとはいえないが、その当時の不

便さを僚かしくお話ししてくださっ

たのが印象に残った。

※車~さん パスに織り、 :拠容のvn告をおっていた.
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《雨畑線d

昭和2 5年4月身延釈から雨畑本村でi訟行

開始。片i邑25.8 k m、 pfi袋町制1Q，)削 3 5分の

行待であった。 トンネルが狭かったため、大
型車をトンネルの形状に合わせ改議した特

定章で走行していたが、道路己主将んより脅

通車で運行されるように伝った。

望月保博さん

現在粂り合いパスは、身延駅カ、ら余良回i温泉の問を1 日4往

復で遂行している。早川町内は路線上であれば停留所以外で

も、パスに向かい手を鯵げるなど合図することで、乗り降りで

きる自由乗車区間があるのが特徴である。

2 YAMAOARAKε 



司

よ
う
に
努
め
て
い
る
。
中
山
間
地
域
の
早
川
町
は
、
特

に
曲
が
り
く
ね
っ
た
幅
の
狭
い
道
路
が
多
い
た
め
、

こ
う
い
っ
た
事
前
準
備
を
入
念
に
行
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。

ま
た
、
登
山
や
観
光
の
お
客
さ
ん
も
時
期
に

よ
っ
て
大
勢
乗
る
の
で
、
奈
良
回
の
休
憩
室
に
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト

を
自
分
で
揃
え
、
時
に
は
お
客
様
に
説
明

し
な
が
ら
配
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
熱
く
語
っ
て
く

だ
さ
っ
た
。
横
森
さ
ん
の
話
に
プ
ロ
の
運
転
手
の
プ

ラ
イ

ド
を
感
じ
た
。

午
前
8

時
印
八
刀
、
奈
良
回
温
泉
発
、
身
延
駅
に
向

け
て
出

発
。
道
ケ
島
で1
人
、
湯
島
の
湯
で
1

人
乗
車

し
て
き
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
話
を
伺
っ
た
。

2

人
の
乗
車
理
由
は

、
買
い
物
と
通
院
だ
。
高
齢

に
な
り
2

人
と
も
免
許
証
を
返
納
し
、
車
の
運
転
が

で
き
な
い
た
め
、
乗
り
合
い
パ
ス
が
生
活
の
足
と
な
っ

現
在
の
乗
り
合
い

パ
ス
に
乗
っ
て
み
て

令
和
2

年
2

月
4

日
火
曜
日
。
取
材
の
た
め
に
身

延
駅
を
午
前
7

時
5

分
発
奈
良
因
温
泉
行
き
に
乗

車
し
た
。
下
部
温
泉
駅
か
ら
、
重
そ
う
な
リ
ュ
ッ

ク
を

担
い
だ
男
性
が
1

人
乗
っ
て
き
た

。
男
性
は
こ
れ
か

ら
農
鳥
岳
に
登
る
と
言
っ
て
い
た
。
山

登
り
が
好
き
で

、

2

か
月
に
一

度
く
ら

い
は
、
乗
り
合
い
パ
ス
を
利
用
し
て
い

る
と
い
う
。
早
川
町
に
入
り
、
小
縄
か

ら
徐
々
に
中
学
生
が
乗
車
し
て
き
た
。

そ
れ
ぞ
れ
静
か
に
座
席
に
座
り
物
思

い
に
ふ
け
っ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

卒

業
を
前
に
し
て

、

3

年
間
の
学
校
生
活

に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

実
際
に
早
川
中
学
校
3

年
生
に
、
3

年
間
乗
っ
た
乗
り
合
い
パ
ス
の
感
想
を

聞
か
せ
て
も
ら
っ
た

。

い
く
つ
か
紹
介

し
た
い
。

「
私
が
、
パス
を
利

用
し
て
き
た
中
で
心
に
残
っ
て

い
る
も
の
は
、
毎
日
窓
を
通
し
て
眺
め
る
早
川
町
の
景

色
で
す
。
毎
朝
こ
の
早
川
町
の
風
景
を
見
る
と
心
が

落
ち
着
く
と
と
も
に

元
気
が
出
ま
し
た
。

中
学
校
を

卒
業
し
た
後
も
こ
の
パ
ス
を
利
用
す
る
と
思
う
の
で
、

て
い
る
。

週
に
1

度
く
ら
い
は
、
買
い
物
等
で
利
用
し

て
い
る
そ
う
だ
。
生
活
の
足
以
外
に
パ
ス
に
乗
る
大

き
な
楽
し
み
が
あ
る
そ
う
だ
。
そ
れ
は
何
年
も
利
用

し
て
い
る
と
顔
な
じ
み
が
増
え
、
パ
ス
の
中
が
お
互

い
の
近
況
報
告
な
ど
情
報
交
換
の
場

と
な
っ
て
い
る

こ
と
だ
。

そ
の
後
も
、
昔
話
や
近
況
に
つ
い
て
話
が
弾

ん
だ
。

今
回
、
乗
合
パ
ス
へ
乗
車
し
て
み
て
、
四
季
折
々
の

顔
を
持
つ
早
川
の
大
自
然
を

走
る
パ
ス
の
車
窓
か
ら

の
眺
め
や
、
各
停
留
所
か
ら
乗
り
込
ん
で

く
る
人
々

の
ロ
ー

カ
ル
な
や
り
取
り
な
ど
か
ら
、
何
だ
か
こ
の

車
内
に
流
れ
る
和
や
か
な
"
時
間

“
と
"
空
気
“
が
と

て
も
心
地
良
く
感
じ
た
。

今
回
の
取
材
で
、
乗
合
パ
ス
の
関
係
者
や
乗
客
な
ど

多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

lI!窓の眺めも早川のパスに乗る楽しみの つ。

QRコー ドを読み取るか、 r早川町 乗合パス.J

で検索してみてください。

団理~国

主何
回路部

乗り合いパスの

車窓の眺めを動画

で撮影しました。

そ
こ
で
も
た

く
さ
ん
の
思
い

YAMADARAKE 3 

出
を
作
り
た

い
で
す
。

」

早川中学校南学区の生徒は、 3年間靭乗り合いパス
で通学する。

「
乗
り
合
い

パ
ス
を
い
つ
も

安
心
し
て
利

用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。

な
ぜ
な

ら
、
パ
ス
の
運
転
手
さ
ん
が
と
て
も
優
し
く
、
大
き
な

事
故
が
一
度
も
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

私
は
高
校
生
に

な
る
と
県
外
へ
出
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
早
川
に
帰
っ

て
き
た
と
き
に
は
、
乗
り
合
い
パ
ス
を
利
用
し
て
中
学

時
代
を
思
い
出
し
た
い
で
す
。
」

乗
り
合
い
パ
ス
は
、
お
よ
そ1
時
間

叩
分
か
け
て
終

点
奈
良
図
温
泉
に
到
着
し
た

。

次
の
身
延
駅
行
き
ま

で
1

時
間
ほ
ど
時
聞
が
あ
っ
た
の
で
、
運
転
手
さ
ん
に

話
を
伺
っ
た
。

運
転
手
の
横
森
さ
ん
が
今
最
も
運
転
で
心
掛
け

て
い
る
こ
と
は
、
「
先
々
を
予
想
し
て
危
険
を
回
避

す
る
こ
と
」
と
話
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
大
型
車
と
の
す

れ
違
い
場
所
や
凍
結
し
て
い
る
場
所
な
ど
を
事
前
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
乗
客
の
方
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る

運転手の機森さん
山交パスを定年退職された後、 5年前
から乗り合いパスの運転をされてい

るベテラン。

ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
乗
り
合
い
パ
ス
へ
の
愛
着

や
感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
、
心
が

温
か
く
な
っ
た
。

最
後
に
、
身
延
支
所
前
で

下
車
し
た
女
の
子
が
、

降
り
際
に
こ
ん
な
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
た
。
ま
さ
に
、

早
川
の
乗
り
合
い
パ
ス
の
本
質
を
表
し
て
い
る
と
強

く
感
じ
た
の
で
、
結
び
と
す
る
。

「
都
会
の
輸
送
手
段
と
し
て
の
パ
ス
と
は

違
い
、
早

川
の
乗
り
合
い
パ
ス
は

、

乗
客
同
士
の
会
話
が
弾
み
、

一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
よ
う
で
、
と
て
も
暖
か
さ

を
感
じ
る
。
乗
っ
て
い
て
ホ
ッ
と
す
る
そ
ん
な
パ
ス
が

大
好
き
で
す
。

」

参
考
文
献
一
早
川
町
教
育
委
員
会
編
集
「
早

川
町

誌
」
、
昭
和
町
年1
月
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